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　宮崎県畜産協会では、消費者の畜産への知識や関心を深め、県産食肉の消費拡大を目的とした肉用牛の体験交流
会を、12月6日（土）に宮崎県立高鍋農業高校で開催しました。対象者は、一般公募した小学生とその保護者で、先
生は畜産業の将来を担う農業高校生と宮崎大学付属住吉牧場の職員です。

　住吉牧場職員から、牛の種類、一生、歯と舌、４つの
胃、うんちなどについて、質問を交えながら詳しく説明
しました。また、高校生から、自分達が肥育した高農牛
を例に個体識別制度、「忘れてはならない口蹄疫」とそ
の防疫対策について説明がありました。

　高校生から牛とふれあうための注意事項の詳しい説明を受け、「牛の絵を描く」、「ふれる」、「ブラッシングをす
る」、「心音を聞く」、「エサをあげる」という体験をしました。

　高校生達が丹精込めて肥育し、高校３年生が手作り
した高農牛ハンバーグの入ったお弁当を、「いただきま
す！」と手を合わせた後、命に感謝しながら美味しくい
ただきました。

～地方競馬の収益金は、食育を含む畜産振興及び地方財政の改善に活用されています～

モーモーふれあい体験会モーモーふれあい体験会～2025～～2025～を開催しましたを開催しました

公益社団法人中央畜産会では、今年度も地方競馬全国協会の補助を受けて、
畜産物価格の理解醸成を図る取組を実施しました。
全国の新聞、テレビ、交通機関及び各種の機関紙等での広告掲載や、各種イ
ベントでのPR資材配布等のPR活動が実施されましたので、お知らせします。

消費者への畜産物 PR 活動について

１時間目：牛さんのはなし～学ぶ～

２時間目：ふれあい体験～感じる～

３時間目：いただきます～感謝する～

～小学生の感想より抜粋～
◎�今回の体験で牛さんの体など、牛のことについてたくさん知ることができまし

た。1番驚いたのは、牛さんの胃の大きさと前歯（上）がない事です。「ふれあい体
験」では、間近で見ることができ、牛の顔などくわしく観察できて貴重な経験に
なりました。

～保護者の感想より抜粋～
◎�子供の食育に…と参加はしたが、大切に育てられた命を無駄にしてはいけないと私

自身も改めて期限切れをなくす、食べきれる量を買う、作るなどフードロスの意識を高めて生活していき
たいと思う機会になりました。牛はかわいかったけど、宮崎牛のハンバーグはとてもおいしかったです。


